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内 容 抄 録
健常家兎に経口投与によって,持続性サルフ




























hoxine(以下 SDM と略記)が位 し,Sulfamet-
hoxypyridazine(以下 SMP と略記)及びSulf-
amethomidine (以下 SMM と略記)が最下位
を占めるが,其差違は僅少である事を明らかに
した｡
然 しサルファ剤を INH と併用 して生体に投
与 した場合,試験管内制菌作用に於ける協力作
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C) 使 用 動 物
実験に使用した動物は,体重 3kgの健常家兎で6
匹について実験を行った｡

























































































内,完全阻止は 5例が 5時間まで,残 り1例が
3時間までであった｡INH･SP併用では,実験
家兎 6例中3例が5時間まで, 3例が3時間ま
で完全阻止を認めた｡ 更に INH･SMM 併用で
は,実験家兎 5例中 3例が 5時間まで, 2例が
3時間まで完全阻止を認めた｡
2) 50%血清加 Kirchner培地の場合 :











家兎 6例の内5例が 3時間まで,残 り1例が 1
時間まで認められた｡INH･SMM併用では,実
験実兎 5例中 1例が 5時間まで,4例が 3時間
まで完全阻止を認め得た｡
3) 10%血清加 Kirchner培地の場合 :
対照の INH 単独では,実験家兎 6例の内2
例が 3時間まで,4例が 1時間まで完全阻止を
示 した｡又INH･SI併用では,実験家兎 6例中
5例が 3時間まで, 1例のみが 1時間まで完全
阻止を認めた｡INH･SMP併用では,実験家兎
6例の 内 1例が 5時間 まで, 3例が 3時間ま
で, 2例が 1時間まで 完全阻止を示 し, INH･
MS-53併用では, 完全阻止が 実験家兎 6例中





めた｡最後に INH･SMM 併用では, 実験家兎
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第4表 実 験 成 績
( )は不完全阻止を示す｡ 京大
結




続性サルファ剤 を 併用投与 してその血中制菌力
の消長を, 対照と して INH単独,INH･SI併
用投与時のそれと比較 した｡その成績は第 3章
に述べた如 くであるが,これらの成績を一括 し
て図示すれば,第 1図の如 くで,これは INH
に 5種の持続性 サルファ剤を併用 した場合,
- 対照と して INH 単独及びINII･ST併用投与































DM,SMPが等 しく,次で MS-53,SMM が桐劣り,SPは併用効












提唱される 1日量が 区 々で あり,今回の使用量は之に
ならった事も序列が変った 1因であろう｡いずれに しても此処で明か
- 85-に言い得ることは,何れの持続














400mg 1回内服時に血清内活性 INH 濃度を上





健常家兎を使用 して INH･SMP併用, INH･
MS-53併用,INH･SDM 併用,INH･SP併用及
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